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板野町成人式
　１月13日（日）、平成25年板野町成人式が、
文化の館さくらホールで盛大に執り行われま
した。
　集まった新成人の皆さんは、懐かしい友人
と記念撮影をしたり、昔話や近況報告など、
久しぶりの再会に笑顔と話が尽きないようで
した。
　成人として新たなスタートを切るこの日
は、皆さんにとって、忘れられない思い出に
なることでしょう。

 ま ち の 話 題  
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昨
年
九
月
二
十
四
日
に
死
去
さ
れ
ま
し
た
平
尾

嘉
照
元
議
長
に
旭
日
単
光
章
が
追
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
尾
氏
の
主
な
経
歴
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
～
昭
和
三
十
八
年
十
月

　
昭
和
四
十
二
年
十
一
月
～
昭
和
五
十
四
年
十
月

　
　
板
野
町
議
会
議
員（
四
期
）

　
昭
和
五
十
二
年
十
二
月
～
昭
和
五
十
四
年
十
月

　
　
板
野
町
議
会
議
長

　
一
月
十
三
日（
日
）、
文
化
の
館
さ
く
ら
ホ
ー

ル
で
、
平
成
二
十
五
年
板
野
町
成
人
式
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
板
野
町
で
は
、
男
性
六
十
四

名
、
女
性
六
十
六
名
の
計
百
三
十
名
が
新
た
に

成
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
玉
井
町
長
か
ら
、「
努
力
を
惜
し
ま

ず
、
前
向
き
に
挑
戦
す
る
こ
と
」に
つ
い
て
告

辞
が
あ
り
、
来
賓
の
方
々
か
ら
も
温
か
い
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
成
人
の
皆
さ
ん
は
、

真
剣
な
表
情
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
式
の
最
後
に
、
中
学
校
時
代
の
写
真
や
恩
師

か
ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
流
れ

る
と
、
会
場
は
拍
手
と
歓
声
に
包
ま
れ
、
涙
す

る
新
成
人
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
人
生
、新
成
人
の
皆
さ
ん
に
は
、

失
敗
を
恐
れ
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
意
志
を

も
っ
て
歩
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

新成人おめでとうございます 130名

▲ みんなで並んで記念写真

▲ 新成人を代表して謝辞
　 を述べる稲井友美さん

▲ 記念品を受け取る
　 相原竜治さん

▲ 成人式の様子

第
29
回
　
板
野
町
解
放
教
育

推
進
強
調
月
間

解
放
文
化
展
・

部
落
問
題
講
演
会

　
解
放
文
化
展（
12
月
１
日
～
９

日
）、
人
権
問
題
講
演
会（
12
月
９

日
）が
文
化
の
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
講
演
会
で
は
町
内
の
小
・

中
・
高
校
児
童
生
徒
等
に
よ
る
意

見
発
表
や
人
権
劇
の
発
表
と
共
に

「
今
、
し
あ
わ
せ
に
生
き
る
為
に

…
」と
題
し
て
、
高
知
放
送
ラ
ジ

オ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
堀
内
佳

さ
ん
に
よ
る
公
演
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

故  

平
尾 

嘉
照  

元
議
長

旭
日
単
光
章
受
章

　
平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
日
、
大
寺
の
小
林

ヨ
シ
ノ
さ
ん
が
百
歳
を
迎
え
ら
れ
、
徳
島
県
知
事

か
ら
祝
状
と
祝

い
金
、
板
野
町

長
か
ら
も
祝
状

と
祝
い
金
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

  

町
内
の
百
歳

以
上
は
、
小
林

さ
ん
を
含
め
て

十
一
人（
女
性

十
一
人
）に
な

り
ま
し
た
。

百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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いたの　すがお

2013年２月号

3

伝統の早づき餅つきみんなで力を合わせたバケツリレー 園児と力を合わせて餅つき

　
ご
家
族
ぐ
る
み
で
交
通
事
故
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

【
加
入
対
象
者
】

町
内
に
住
民
票
の
あ
る
方
、
町
内

へ
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方

【
保
険
料
】

■
小
・
中
学
生　
　
４
２
０
円

■
そ
の
他　
　
　
　
７
２
０
円

※
一
人
に
つ
き
最
大
二
口
ま
で

【
申
込
受
付
期
間
】

平
成
25
年
２
月
12
日(

火)

　
　
　
　
　
～
３
月
29
日(

金)
  （

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

【
保
険
対
象
期
間
】

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
一
年
間

※
今
月
号
の
折
り
込
み
の
チ
ラ
シ

　
（
加
入
依
頼
書
）に
詳
細
記
載
あ
り

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
総
務
課

　
　
（
町
民
セ
ン
タ
ー
二
階
）

　
　
　
☎
６
７
２
―
５
９
８
０

　
十
二
月
十
八
日
、
板
野
保
育
園

で
板
野
町
南
地
区
餅
つ
き
保
存
会

の
会
員
に
よ
る
伝
統
の
芸
能
早
づ

き
餅
つ
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
は
園
児
と
一
緒

に
杵
を
持
っ
て
餅
を
つ
い
た
り
、

伝
統
の「
阿
波
の
三
人
づ
き
」を
披

露
し
ま
し
た
。

  
会
員
の
皆
さ
ん
が
伊
勢
音
頭
を

歌
い
な
が
ら
リ
ズ
ム
よ
く
餅
を
つ

く
と
、
園
児
た
ち
は「
す
ご
い
」と

拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
文
化
財
防
火
デ
ー
に
ち
な
み
、

一
月
二
十
五
日
、
日ひ

出じ

家や

の
若わ

か

宮み
や

神じ
ん

社じ
ゃ

で
、
文
化
財
防
火
訓
練
が
あ

り
、約
六
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
発
煙
機
着
火
、「
火
事
だ
！
」、

一
一
九
番
通
報
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー

に
よ
る
初
期
消
火
、
宝
物(

ほ
う

も
つ)

搬
出
、
消
防
隊
に
よ
る
放

水
、そ
し
て
鎮
火
と
、見
事
な
チ
ー

ム
プ
レ
ー
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
消
防
署
員
か
ら
、
消

火
器
の
使
い
方
の
説
明
が
あ
り
、

地
元
の
皆
さ
ん
十
数
人
の
、
テ
キ

パ
キ
と
し
た
消
火
実
習
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

町
民
交
通
傷
害
保
険

加
入
者
募
集

板
野
保
育
園
で

餅
つ
き
が
行
わ
れ
ま
し
た

  

遺
産
を
守
れ
!

― 

文
化
財
防
火
訓
練 
―

平成25年度

　
一
月
十
二
日（
土
）、
田
園
パ
ー
ク
の
健
康
の
館
で
、
板
野
町
消
防
団

の
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
内
の
消
防
分
団
が
勢
ぞ
ろ
い
し
て
隊

列
を
組
み
、
勇
ま
し
い
姿
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
式
は
、
消
防
団
旗
の
入
場
か

ら
始
ま
り
、
功
労
者
へ
の
表
彰

状
や
感
謝
状
の
伝
達
が
行
わ

れ
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
火
の

用
心
三
唱
で
、
今
年
一
年
の
火

災
ゼ
ロ
を
願
い
ま
し
た
。

　
空
気
が
乾
燥
し
て
火
事
が
起

こ
り
や
す
く
な
る
季
節
で
す
。

皆
さ
ん
も
、
暖
房
器
具
な
ど
の

火
の
元
に
は
十
分
気
を
つ
け
て

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

板
野
町
消
防
団
出
初
式

▲ 消防団旗の入場から始まりました

▲ 火の用心三唱で締めくくられました ▲ 活躍めざましい団員たちが表彰を受けました
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お
知
ら
せ

　
十
二
月
十
六
日
、
世
界
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
つ
い
て
研
究
を
し
て

い
る
韓
国
外
国
語
大
学
校
の
李
在
榮
教
授
を
は
じ
め
、
四
名
の
方
が
Ａ
Ｌ

Ｍ
視
察
研
修
の
た
め
、「
彩
り
の
舘
」を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　
韓
国
外
国
語
大
学
校
の
皆
さ
ん
は
、
彩
り
の
舘
で
水
口
Ａ
Ｌ
Ｍ
運
営
協

議
会
会
長
か
ら
協
議
会
の
活
動
状
況
な
ど
の
説
明
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

説
明
の
後
は
、「
郡
頭
の
郷
」を
見
学
し
た
り
、
Ａ
Ｌ
Ｍ
運
営
協
議
会
会
員

と
情
報
交
換
等
を
行
い
、
交
流
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

予 定 日　３月17日（日）
参 加 費　無料
　　　　　※拝観料等が必要な場合は自己負担になります
所要時間　約５時間（午前10時～午後３時頃）
発着場所　町民センター前
募集人数　２２名
〆 切 日　３月１日（金）

※〆切日以前でも定員になり次第終了します
※電話でお申し込みください
　参加者が１０名に達しない場合、運行を中止することが
　あります

昼　　食　お弁当・お茶をお持ちください
お申し込み　板野町教育委員会　☎６７２－０１３６

ふるさと巡行バス発車 ◆金泉寺（三番札所）弁慶の力石
◆振袖地蔵（カヨ地蔵）
◆青石の橋
◆徳王寺
◆御番所跡
◆あせび公園（昼食）
◆あせび温泉
◆あすたむらんど
◆藍染庵（犬伏久助座像）
◆大日寺（四番札所）
◆地蔵寺（五番札所）
◆五百羅漢（地蔵寺奥の院）
◆歴史文化公園
◆田園パーク（健康の館）
◆岡上神社

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
人

権
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
た
め
の
啓
発
活
動
の
一

環
と
し
て
、
次
代
を
担
う
中
学
生
の
皆
さ
ん
が
、
人

権
に
関
す
る
作
文
を
書
く
こ
と
を
通
じ
て
人
権
尊
重

の
重
要
性
、
必
要
性
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
、
豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、「
第
32
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
」が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
徳
島
地
方
法
務
局
と
徳
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
が
実
施
し
た
徳
島
県
大
会
に
は
、県
内
48
校
か
ら
、

１
万
９
０
６
編
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
入

賞
者
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
、
板
野
中
学
校
の
生
徒
３
名
が
入
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

【
最
優
秀
賞
】

　
森
金
奈
弓
さ
ん（
板
野
中
３
年
）

　
　
「
差
別
を
な
く
す
そ
の
前
に
」

【
優
秀
賞
】

　
松
長
和
希
さ
ん（
板
野
中
３
年
）

　
　
「
明
る
い
世
の
中
を
め
ざ
し
て
」

　
三
枝
杏
実
さ
ん（
板
野
中
３
年
）

　
　
「
一
生
懸
命
の
連
鎖
」

第
32
回（
平
成
24
年
度
）

「
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」

徳
島
県
大
会

韓
国
外
国
語
大
学
校
か
ら

Ａ
Ｌ
Ｍ
視
察
研
修
に
来
町

　
遠
い
昔
か
ら
、
歌
い
継
が
れ
て
き
た
童
謡
・
わ
ら
べ
歌
・
叙
情
歌
を
未
来

へ
と
受
け
継
ぐ
た
め「
い
た
の
童
謡
と
わ
ら
べ
歌
の
つ
ど
い
」を
開
催
し
ま
す
。

日　
時
：
二
月
十
一
日（
月
）

　
　
　
　
　
午
後
一
時
か
ら

場　
所
：
板
野
町
文
化
の
館
さ
く
ら
ホ
ー
ル

ゲ
ス
ト
：
徳
島
少
年
少
女
合
唱
団

お
問
い
合
わ
せ　
板
野
町
文
化
の
館　
☎
六
七
二
ー
五
八
八
八

第1回 

い
た
の
童
謡
と
わ
ら
べ
歌
の
つ
ど
い

▲水口会長からＡＬＭの活動に
　ついて説明

▲「郡頭の郷」を見学 　
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お
知
ら
せ

税務署からのお知らせ
ご自宅のパソコンで申告書等の作成ができます!
　パソコンをお持ちの方は国税庁ホームページにアクセスしてください。
　国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」で、確定申告書が作成でき、自動計算機能により記載漏れ
や計算誤りを未然に防止することができます。
  　（国税庁ホームページアドレス　http://www.nta.go.jp）

確定申告書等作成コーナーからe-Taxへ
　国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」で作成した電子申告用データを使って、ご自宅のパソコン
からインターネットを利用して申告・納税等をすることができます。
　（e-Taxホームページアドレス　http://www.e-tax.nta.go.jp）

年金受給者の皆様へ! 
　その年において、公的年金等に係る雑所得を有する方で、その年中の公的年金等の収入金額の合計額が400
万円以下で、かつ、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が20万円以下である場合には、所得税の確定申告
をする必要がありません。
◆この場合であっても、所得税の還付を受けるための確定申告書を提出することができます。
◆所得税の確定申告書を提出しない場合であっても、住民税の申告が必要な場合があります。住民税に関する

詳しいことは、役場税務課（☎672-5983）におたずねください。

贈与税の申告と納税をお忘れなく! 
　平成24年1月1日から平成24年12月31日の1年間に、個人からもらった財産の価額が110万円を超えると、
贈与税の申告と納税が必要となります。
　なお、贈与により取得した財産について、相続時精算課税制度の適用を受ける場合や住宅取得等資金の非課
税制度の適用を受ける場合には、申告期限までに贈与税の申告が必要となりますので、ご注意ください。

平成24年分の確定申告期限及び納税期限等
税　　目 申告期限及び納税期限 提出書類受付時間 申告相談時間 申告相談受付時間

所 　 　 得 　 　 税 平成25年３月15日(金) 8:30

～

17:00

9:00

～

17:00

9:00

～

16:30
消費税及び地方消費税 平成25年４月１日(月)
贈 　 　 与 　 　 税 平成25年３月15日(金)

◆所得税の確定申告の鳴門税務署での相談及び受付は、平成25年2月18日(月)からです。
　（税金の還付等を受けるための確定申告書は、平成25年1月1日以降提出することができます。）
◆贈与税の相談及び受付は平成25年2月1日(金)からです。
◆土・日曜日及び祝日は鳴門税務署での相談及び受付は行っていません。
　（郵送等または鳴門税務署時間外収受箱への投かんにより申告書等を提出することはできます。）
◆お問い合わせ　鳴門税務署　☎088-685-4101

振替納税をご利用の方の振替納付日 
税　　目 振　替　日

所 　 　 得 　 　 税 平成25年４月22日(月)
消費税及び地方消費税 平成25年４月24日(水)

◆預金残高のご確認をお願いします。
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　国民年金は、 20歳から60歳までの40年の間、国民年金保険料を納めていただくことで、満額の老齢基礎年金を
受給することができる制度です。
　しかし、この間に保険料を納められなかった場合や、被保険者としての届出を忘れたことにより国民年金の資格
期間がない場合は、将来の年金受給額が少なくなったり、年金そのものが受給できなくなってしまうことがあり、
このような事態を避けるために、平成24年10月１日から、国民年金保険料を納めることができる期間を過去２年
から10年に延長する後納制度が始まりました。
　この後納制度を利用すると、過去10年前までの納められなかった保険料を納めることができるようになります。（注１）
　ただし、既に老齢基礎年金を受給している方や、 65歳以上で老齢基礎年金の受給資格をお持ちの方は、後納制度
をご利用いただけませんので、ご注意願います。
　なお、後納保険料を納付するためには、事前にお申し込みいただき、審査を行う必要があります。審査の結果、
後納制度による納付をご利用いただけない場合がありますのでご注意ください。
　また、平成27年10月からは、年金の受給資格期間がこれまでの25年（300月）から10年（120月）に短縮されるこ
とが予定されています。（注２）
　これまで受給資格を満たさなかった方が年金を受給できる場合や、後納制度を利用することで受給できるように
なる場合があります。
　後納制度及び受給資格期間の短縮に関する詳しい内容は、下記「国民年金保険料専用ダイヤル」またはお近くの年
金事務所へお問い合わせください。
　なお、後納制度をご利用いただく際のご自身の年金記録は、ねんきんネット（http://www.nenkin.go.jp）でもご
確認いただけます。

注１：後納保険料を納付できる期間は、平成24年10月１日から平成27年９月30日までの３年間です。また対象と
なる保険料は、申込月の10年前（24年11月の申込の場合14年11月分未納保険料）の保険料になります。　 

注２：受給資格期間の短縮は、消費税の引上げの実施に合わせ、平成27年10月から施行される予定です。

お問い合わせは、『国民年金保険料専用ダイヤル』へ

 ０５７０－０１１－０５０
０５０（一部）の電話、０７０の電話からおかけになる場合は０３－６７３１－２０１５
お問い合わせの際は、基礎年金番号がわかるものをご用意ください。

＜受付時間＞ 
　 月～金曜日　午前８：３０～午後５：１５ ただし、月曜日（月曜日が休日の場合は火曜日）は午後７：００まで延長 
　 第２土曜日　午前９：３０～午後４：００  （祝日はご利用いただけません） 　

※ナビダイヤルは、一般の固定電話からおかけになる場合は全国どこからでも、市内通話料金でご利用いただけます。
　ただし、一般の固定電話以外（携帯電話等）からおかけになる場合は、通常の通話料金がかかります。 
※「０３－６７３１－２０１５」の電話番号におかけになる場合は、通常の通話料金がかかります。
※「０５７０」の最初の「０」を省略したり、市外局番をつけて間違い電話になっているケースが発生していますので、おかけ間違いに

はご注意ください。
※月曜日など休日明けや、お客様のお手元にお知らせが届いた直後（５日程度）は、電話がつながりにくくなっております。
　週の後半と月の後半は、つながりやすくなっておりますので、どうぞご利用ください。

後納制度（国民年金保険料の納期限の延長）及び
受給資格期間の短縮のお知らせ

　
気
象
庁
で
は
、
平
成
二
十
五
年

三
月
七
日
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ら
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し
た
津
波
警

報
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ま
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。
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大
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級
の
津
波
を
予
想
し
た
場
合
、

大
津
波
警
報
に「
巨
大
」と
い
う
言

葉
を
用
い
て
発
表
し
ま
す
の
で
、

最
大
限
の
避
難
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
津
波
警
報
な
ど
を
見
聞

き
し
た
場
合
、
直
ち
に
安
全
な
場

所（
高
台
や
避
難
ビ
ル
）へ
避
難
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
が
、
海
岸
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揺
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す
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歳
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
筋
力
の
低
下
や
バ
ラ
ン
ス
感
覚
の
衰

え
か
ら
転
ん
で
骨
折
し
、
骨
粗
鬆
症
が
進
行
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
ま
ま
寝
た
き
り
と
な
っ
て
し
ま
う
高
齢
者
の
方
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
介
護
予
防
を
目
的
と
す
る
観

点
か
ら
は「
体
操
」が
と
て
も
大
切
に
な
り
ま
す
。

　
転
ば
な
い
た
め
の
体
操
を
ご
紹
介
し
ま
す
の
で
、み
な
さ
ん
、

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
程
・
場
所

　
二
月
十
五
日(

金) 

東
公
会
堂

　
二
月
十
八
日(

月) 

町
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

　
二
月
二
十
五
日(

月) 

南
公
民
館

時
　
間
　
二
時
か
ら
三
時

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

※
飲
み
物
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
板
野
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
☎
六
七
二
ー
一
〇
二
六

介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

　
　
～
介
護
予
防
教
室
の
ご
案
内
～ 

　

「
転
ば
な
い
体
づ
く
り
」　

犬の飼い主の皆様へ
　飼い犬は、生涯に１回の登録と、
毎年１回の狂犬病予防注射が義務
づけられています。
　また、登録犬が死亡したとき、
飼い主や犬の所在地が変わったと
きは変更届が必要です。忘れずに
環境生活課へ届出をお願いします。

お問い合わせ
　役場環境生活課
　☎６７２－５９８７

お元気ですか 保健師です。
麻しん風しん混合予防接種【第２期～第４期】はお済みでしょうか？

はしか（麻しん）や風しんってどんな病気？
　はしか（麻しん）は、ウイルスに感染した後、約10～12日間を経て、熱・せき・鼻水などの症状が
出はじめます。数日すると、首すじ・顔から赤い発しんが出はじめ、熱も高熱となり発しんは全身に
広がります。 38～39℃台の熱は1週間から10日程度続くことがあります。とてもうつりやすく、免
疫がないと大人もかかります。
　はしか（麻しん）にかかると肺炎や脳炎を引き起こすことがあり、1,000人に１人程度の割合で命を
落とすことがあります。さらに、10年ほどしてから「亜急性硬化性全脳炎」という重い脳炎が10万人
に１人の割合で発生することが知られています。
　風しんも、発熱と全身に淡い発しんがでる感染症です。症状は、はしか（麻しん）より軽いですが、
妊婦さんが妊娠初期にかかると、おなかの中の赤ちゃんが感染し、心臓の病気になったり、目や耳に
障害を生じたりすることがあります。この病気を、「先天性風しん症候群」と言います。

将来、就職や進学のときに予防接種を済ませていることが必要な場合があります。
　医療・福祉や教育・保育関係などの職業に就く人には、自らが感染源にならないようはしか（麻しん）
や風しんに対する免疫を持っていることが求められます。
　このような職業に就くために必要な実習への参加の際には、はしか（麻しん）に対する免疫を持って
いることが条件となることがありますので、予防接種を済ませておくことが大切です。

　本年度、定期予防接種として無料で麻しん風しん混合ワクチンの予防接種を受けることができる対象
者は下記のとおりとなっております。
　まだ予防接種がお済みでないお子様は接種期限（平成25年３月31日まで）が迫っておりますので、早め
に予防接種をお受けくださいますようお願いいたします。
　予防接種に必要な予診票は個別通知にて、平成24年４月上旬にご案内しておりますが、予診票の紛失
やその他、ご不明な点は健康相談室までお問い合わせください。
　２期：平成18年４月２日～平成19年４月１日生（幼稚園年長児）
　３期：平成11年４月２日～平成12年４月１日生（中学校１年生）
　４期：平成６年４月２日～平成７年４月１日生（高校３年生の年齢に該当する者）
◎接種当日持参するもの　予診票(黄土色)、母子健康手帳

お問い合わせ　役場福祉保健課 健康相談室（町民センター内）　☎６７２－５５８０
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平成２５・２６年度一般競争入札（指名競争入札）
参加資格審査申請書（物品等）の受付について

入札結果をお知らせします

板野町ホームページ　http://www.town.itano.tokushima.jp/

　板野町が発注する物品購入等の入札に参加を希望する方は、申請書を提出してください。提出書類
等詳細は、板野町のホームページに掲載しています。
○受付期間　平成25年２月１日(金)～３月29日(金)
　　　　　　随時受付もいたします。
○提出方法　持参又は郵送
○有効期間　平成25年４月１日～平成27年３月31日(２年間)
お問い合わせ・提出先　　板野町役場総務課　☎６７２－５９８０
　　　　　　　　　　　　〒779-0192　徳島県板野郡板野町吹田字町南２２－２

平成２４年１２月１８日入札
番号 委　託　業　務　名 委託業務箇所 業者名 担当課 金額（税込み） 落札率

1 平成２４年度  町単独土木事業 
測量調査設計業務

板野町吹田 
スーパーリッチランド

(株)フジタ建設 
 コンサルタント 建設課 8,925,000円 89.66%

2 平成２４年度  ソフトパーク 
第１区画地質調査業務 板野町吹田 (株)ビュー設計 産業課 2,257,500円 89.21%

平成２４年１２月１８日入札
番号 工　　　事　　　名 工　事　箇　所 業者名 担当課 金額（税込み） 落札率

1 平成２４年度  町単独土木事業 
交通安全施設工事

板野町西中富 
徳島道北　他 大久保産業(株) 建設課 1,798,650円 86.08%

消 費 生 活 相 談 所 からの お 知らせ
●送りつけ商法（ネガティブオプション）に気をつけましょう!
　突然電話が有り、「カニは好きですか？」「今の時期に食べたい物は何ですか？」と尋ねられ、「カニが食べたい
ですね」と答えると、「ではカニを送る」と一方的に言い電話が切れ後日カニが届いた。

・注文していないのに送ってくる。
・注文請書ハガキが事前に送られ、クーリング・オフは出来ないと言う。
・高圧的な態度で怒鳴る。
・一度代金を支払うと代金引換で何度も送ってくる。
・内容が貧相で高額。
・業者の電話番号に繋がらない。

　このような送りつけ商法の相談が後を絶ちません。
＊対処方法

　承諾していないのに一方的に商品が送りつけられた場合、支払いの義務はなく受け取らないできっぱりと
断りましょう。困った時は、信頼出来る身近な人に相談するか、板野町消費生活相談所までご連絡下さい。
●相談受付時間  9：00～15：00　月曜～土曜（土曜は電話受付のみ）　＊日曜・祝日はお休みです。

12月の相談件数は23件でした。
お問い合わせ   板野町消費生活相談所  ☎ ６７２－６

むつとしたら救急!

０９９   ☎ ０１２０－７
な や み

８３－５
いつもないない

７７(フリーダイヤル）
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お問い合わせ　独立行政法人 自動車事故対策機構 徳島支所　☎631-7799

ご 存 じ で す か？
～ 自 動 車 事 故 被 害 者 へ の 援 護 ～

募 集 種 目 資　格 受付期間 試験期日 その他

幹部候補生
一 般・ 技 術

20歳以上26歳未満の者（22歳
未満の者は大卒（見込含））
大学院（専門職大学院を除く）
修士学位取得者（海上技術幹
部候補生志願者は、理工学
修士学位取得者に限る）及び
自衛官は28歳未満

２月１日

～

４月26日

1次：5月11日
  　：5月12日

（飛行要員希望者
のみ）
2次：6月中旬予定

①試験会場　松茂町の自衛隊基地予定
②待遇
　入隊後約1年で3等陸・海・空尉
　大学院（専門職大学院を除く）修士学位取得
　者は2等陸・海・空尉

自 衛 官
候 補 生
（ 男 子 ）

18歳～27歳未満の男子 年間を通じて
行っております

受付時にお知らせ
します。

（自衛官について）
①給与：約16万～（+各種手当）
②賞与：年２回（6月・12月）
③休み：週休２日制、祝日、年末年始、夏季休暇、
　年次有給休暇（年間24日）など
④身分：特別国家公務員
⑤自衛官候補生手当：（入隊から３ヵ月まで）
　約12万６千円／２士任官後：約16万～

予備自
衛官補

一般 18歳～34歳未満の者
①１月９日～４月３日
②７月16日～９月30日
※第１回採用予定数
を採用した場合、第
２回は実施しない場
合があります。

①４月12日～15日
②10月12日～15日

階級は指定しない
教育訓練召集手当：日額7,900円
所定の教育訓練を終了した後予備自衛官とし
て任用技能

18歳以上で国家免許資格
等を有する者（資格により
53歳未満～55歳未満）

問い合わせ先：自衛隊鳴門地域事務所（鳴門市撫養町立岩字七枚57 ☎685－5306）
自衛官募集ホームページ　http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/

自衛官受付案内

【交通遺児等へ育成資金貸付】
※義務教育終了まで育成資金が無利子で借りられます。

対  象  者
自動車事故により死亡または重度後
遺障害者となられた方の0歳から中
学校卒業までのお子様

貸 付 金 額
一　時　金　155,000円
毎　　　月　  20,000円
入学支度金　  44,000円

返 済 期 間
中学卒業後20年以内
（高校・大学等に進学する場合は、
卒業まで返済開始は猶予）

【重度後遺障害者へ介護料支給】

対 象 者

自動車事故が原因で、脳・脊髄または
胸腹部臓器を損傷し重度の後遺障害を
持ったために、常時または随時の介護
が必要な状態にある方

支 給 金 額

①常時の介護が必要な方のうち、 「重
　度後遺障害診断書」で症状が「最重
　度」であると認められた方
　月額68,440円～136,880円
②上記①以外で常時の介護が必要な方
　月額58,570円～108,000円
③随時の介護が必要な方
　月額29,290円～54,000円

　

平
成
二
十
四
年
六
月
に
養
蜂
振

興
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
飼
育

届
の
届
出
対
象
が
、
こ
れ
ま
で
の

養
蜂
業
者
に
加
え
、
趣
味
で
蜜
蜂

を
飼
育
す
る
場
合
に
も
拡
大
さ
れ

ま
し
た
の
で
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
飼
育
届
の
届
出
対
象
者
】

　

●
養
蜂
業
者

　

●
趣
味
飼
育
者

　

※
１
群
の
み
で
も
飼
養
対
象

【
届
出
対
象
外（
飼
育
届
不
要
）】

　

●
花
粉
交
配
用  

　

※
養
蜂
業
者
以
外
で
通
年
飼
育

　
　

し
な
い
場
合

　

●
研
究
用

【
転
飼
許
可
申
請
に
つ
い
て
】

　

養
蜂
業
者
が
転
飼
を
行
う
場
合

は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
転
飼
許

可
の
申
請
が
必
要
で
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
役
場
産
業
課

　
　
　
　

☎
６
７
２

−

５
９
９
４

養
蜂
振
興
法
の
改
正

と
届
出
義
務
に
つ
い
て
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● 守ろう人権　みんなの幸せ　めざそう部落の完全解放 ●

お
知
ら
せ

2013年2月号

板
野
Ｆ
Ｃ

第
十
四
回
や
ま
じ
風

Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ 

Ｃ
Ｕ
Ｐ

少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

二
連
覇
！

高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用

支
援
機
構
職
業
訓
練
生

の
募
集
に
つ
い
て

第
五
十
九
回 

徳
島
駅
伝

ボ
ー
ト
レ
ー
サ
ー

募
集

　

愛
媛
県
の
土
居
町
で
十
一
月
二
十

三
日
、
二
十
四
日
の
二
日
間
全
十
六

チ
ー
ム
、
県
外
チ
ー
ム
が
参
加
す
る

大
会
に
出
場
。
四
・
五
・
六
年
生
の
メ

ン
バ
ー
で
接
戦
を
制
し
、
見
事
優

勝
！
昨
年
に
続
き
二
連
覇
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

再
就
職
を
め
ざ
す
求
職
者
の
方
を
対
象
に
職
業

訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
入
所
を
希
望
さ
れ
る

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

募
集
訓
練
科

◆
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科

◆
電
気
設
備
科

◆
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科

対
象
者

　

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
の
申
し
込
み
を
し
て

い
る
方
等
。

※
選
考
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
、
お
問
い

合
わ
せ
先
ま
で
。

※
受
講
料
は
無
料
、テ
キ
ス
ト
代
等
は
必
要
で
す
。

訓
練
期
間

　

四
月
一
日（
月
）～
九
月
三
十
日（
月
）

募
集
期
間

　

二
月
一
日（
金
）～
三
月
四
日（
月
）

お
問
い
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
支
援
機
構

　
徳
島
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー（
ポ
リ
テ

ク
セ
ン
タ
ー
徳
島
）

　
　
☎
六
五
四
ー
五
一
〇
二

　
　
　（
土
日
祝
を
除
く
平
日
午
前

　
　
　
九
時
～
午
後
五
時
）

板
野
郡
チ
ー
ム
総
合
成
績
第
四
位

　

女
子
総
合
　
　
優
勝

　
中
学
生
総
合
　
優
勝

　

お
正
月
恒
例
の
徳
島
駅
伝
は
、
一
月
四
・
五
・

六
日
の
三
日
間
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
板
野
郡

チ
ー
ム
は
、
選
手
・
ス
タ
ッ
フ
一
丸
と
な
っ
て

健
闘
し
、
総
合
成
績
第
四
位
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
女
子
総
合
成
績
で
は
、
十
七
年
ぶ
り
三
度

目
の
優
勝
に
輝
き
、
中
学
生
総
合
で
も
三
年
連

続
四
度
目
の
栄
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。

【
板
野
町
か
ら
の
出
場
者
】

コ
ー
チ
・
競
技
者

　

辻つ
じ　
　

修し
ゅ
う
じ二　
　
（
西
中
富
）

　
　

㈱
大
塚
製
薬
工
場

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
競
技
者

　

安あ

藝き　

雄ゆ
う

三ぞ
う　
　
（
羅
漢
）

　
　

板
野
郡
陸
協

競
技
者

　

稲い
な

垣が
き　

　

遥は
る
か　

　
（
大
寺
）

　
　

京
都
光
華
女
子
大
学
二
年

　

㈶
日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会
で
は
、

ボ
ー
ト
レ
ー
サ
ー
を
募
集
中
！

　

ボ
ー
ト
レ
ー
サ
ー
へ
の
道
は
広
く
開
か
れ

て
い
る
。
君
の
全
て
を
賭
け
て
み
な
い
か
？

　

今
こ
そ
が
人
生
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

だ
！

応
募
資
格

①
年
齢　

十
五
歳
以
上
三
十
歳
未
満

　
　
　
　
（
昭
和
五
十
八
年
十
月
二
日
～

　
　
　
　

平
成
十
年
四
月
一
日
）

②
身
長　

一
七
二
㎝
以
下

③
体
重　

男
子

　
　
　
　

四
十
七
㎏
以
上
五
十
五
㎏
以
下

　
　
　
　

女
子

　
　
　
　

四
十
二
㎏
以
上
五
十
㎏
以
下

④
視
力　

両
眼
と
も
裸
眼
で
〇
．
八
以
上　

　
　
　
　

な
ど

募
集
期
間

　

平
成
二
十
五
年
二
月
一
日(

金)

～

　

三
月
十
二
日（
火
）

　
※
必
着
締
切

お
問
い
合
わ
せ

　
日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

　
競
走
会
鳴
門
支
部

　
　
☎
六
八
五
ー
五
〇
〇
五

加藤選手(北島町・右)から
稲垣選手(板野町・左)へた
すきリレー
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● ゴミの減量化・分別収集にご協力を ●

板野ぴょん太スポーツクラブ！

プログラムの詳細につきましては、健康の館（☎６７２－３３３３）へお気軽にお問い合わせください。

日 月 火 水 木 金 土

1
気軽にバドミントン 
気軽に卓球
カローリング
Ｊｒ.卓球教室
羽とび金曜
みんなで楽しむニュー
スポーツ

2
Jr.テニス教室
中級テニス教室
Jｒ.バドミントン教室

（体育センター）
プチ☆チアリーダー（南公民館）
スリムアップダンス（南公民館）

3 4 5
ラケットスポーツ教室
カローリング教室
リズムあそび教室
羽とびクラブ
初級バドミントン教室
体質改善エアロ（プラザ）

6
さわやかテニス
初級テニス
ピンポンサークル
チャレンジ55

7
ショートテニス教室
入門テニス教室（西面）
楽しいテニスサークル

（東面）

8
気軽にバドミントン 
気軽に卓球
カローリング

9
スポ少行事のため
アリーナ利用休み
Jｒ.バドミントン教室

（体育センター）
プチ☆チアリーダー（南公民館）
スリムアップダンス（南公民館）

10 11
 

12
ラケットスポーツ教室
カローリング教室
リズムあそび教室
羽とびクラブ
初級バドミントン教室
体質改善エアロ（プラザ）

13
さわやかテニス
初級テニス
ピンポンサークル
チャレンジ55

14
ショートテニス教室
入門テニス教室（西面）
楽しいテニスサークル

（東面）

15
気軽にバドミントン 
気軽に卓球
カローリング
Ｊｒ.卓球教室
羽とび金曜
みんなで楽しむニュー
スポーツ

16
Jr.テニス教室
中級テニス教室
Jｒ.バドミントン教室

（体育センター）
プチ☆チアリーダー（南公民館）
スリムアップダンス（南公民館）

17 18 19
ラケットスポーツ教室
カローリング教室
リズムあそび教室
羽とびクラブ
初級バドミントン教室
体質改善エアロ（プラザ）
チャレンジ55

20
さわやかテニス
初級テニス
ピンポンサークル
いきいき健康体操　
(町民センター）

21
ショートテニス教室
入門テニス教室（西面）
楽しいテニスサークル

（東面）

22
気軽にバドミントン 
気軽に卓球
カローリング
Ｊｒ.卓球教室
羽とび金曜
みんなで楽しむニュー
スポーツ

23
Jr.テニス教室
中級テニス教室
Jｒ.バドミントン教室

（体育センター）
プチ☆チアリーダー（南公民館）
スリムアップダンス（南公民館）

24　 25 26
ラケットスポーツ教室
カローリング教室
リズムあそび教室
羽とびクラブ
初級バドミントン教室
体質改善エアロ（プラザ）
チャレンジ55

27
さわやかテニス
初級テニス
ピンポンサークル

28
ショートテニス教室
入門テニス教室（西面）
楽しいテニスサークル

（東面）

ウィルス流行に負けない体づくり
いろいろなウィルスがはやるこの時期、日頃から、運動や食事で負
けない体を作っておきましょう。ビタミンＡを多く含む食品（カボ
チャ・にんじん・卵など）は免疫力を高め粘膜を強くします。また、
山芋や納豆に含まれるネバネバの成分ムチンも粘膜の表面をカバー
して感染症の予防に効果あり。運動とあわせて効果を上げましょう。

　

今
年
度
、
県
の
助
成
を
受
け
て
開
催
し
て
い
る
週
一
回
の
健

康
講
座
で
す
。
内
容
は
ヨ
ガ
や
太
極
拳
・
マ
シ
ー
ン
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
・
健
康
講
話
な
ど
色
々
。
講
師
が
わ
か
り
や
す
く
指
導
し

て
く
れ
ま
す
。
初
め
て
の
方
で
も
、
一
回
三
〇
〇
円
で
参
加
で

き
る
の
も
気
軽
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。ダ
イ
エ
ッ
ト
を
し
た
い
方
、

運
動
し
た
い
け
ど
ど
う
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
方
、
違
う

種
目
を
体
験
し
て
み
た
い
方
な
ど
、
ど
な
た
で
も
Ｏ
Ｋ
！

場
所
・
時
間

　

健
康
の
館
ア
リ
ー
ナ　

午
後
七
時
三
〇
分
～
九
時

日
程

　

二
月
六
日（
水
）　　

太
極
拳

　

二
月
十
三
日（
水
）　

保
健
師
に
よ
る
健
康
講
話
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

二
月
十
九
日（
火
）　

運
動
不
足
解
消
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

二
月
二
十
六
日（
火
）マ
シ
ー
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

三
月
六
日（
水
）　　

太
極
拳

　

三
月
十
二
日（
火
）　

呼
吸
法
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

三
月
二
十
七
日（
水
）体
力
測
定
・
後
期
閉
校
式

　

詳
し
く
は
左
記
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

板
野
ぴ
ょ
ん
太
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
　
☎
六
七
二
ー
三
三
三
三

｢｢｢｢｢｢

チ
ャ
レ
ン

チ
ャ
レ
ンンンンン
レレ
ャャ
チチチチチチ

ンンンン
レレ
ャャ
チチ

ジジジジジジジジジジジジ
5555555555｣｣｣｣｣｣

期期期期期
後
期
後
期
後
期
後後後後後後後後後
期
後
期期期期
後
期

｢

チ
ャ
レ
ン
ジ
55｣

後
期

座座座座座座
講
座
講講講講講講講
進
講
進
講
進進進進進進進
増
進
増
進進
増増増増
康
増
康
増
康康
健
康
健
康
健健健健健健
康
増
進
講
座

健
康
増
進
講
座
講

康
増
進

健
康
増
進
講
座
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● 人を傷つけるラクガキはやめましょう ● 2013年2月号

ふ
る
さ
と
板
野
歴
史
散
歩

其
の
二
十
三

堤
　
　
　
高
　
数

　

天
正
十
三（
一
五
八
五
）年
六
月

下
旬
、の
ち
に
徳
島
藩
の
藩
主（
殿

様
）と
な
る
、
蜂
須
賀
家
政
侯
が
、

戦
国
時
代
ほ
ぼ
四
国
を
制せ
い

覇は

し

た
、
土
佐
の
武
将
長ち
ょ
う
そ宗

我か

べ部
元も

と
ち
か親

を
征せ
い
ば
つ伐

す
る
た
め
、
板
野
町
の
大

坂
峠
に
進
攻
し
た
。

　

こ
の
と
き
父
蜂
須
賀
正
勝
侯
が

大
将
で
、
家
政
侯
は
父
に
従
っ
て

い
た
。
も
う
ひ
と
り
正
勝
侯
の
戦

友
で
、武
将
黒
田
孝よ
し

高た
か

侯
も
い
た
。

の
ち
に
孝
高
侯
は
、
そ
の
子
黒
田

長
政
が
、
九
州
福
岡
藩
の
藩
主
と

な
る
。

　

天
正
十
三
年
六
月
十
六
日
、
豊

臣
秀
吉
は
元
親
征
伐
を
命
じ
た
。

当
時
秀
吉
は
元
親
に
、
土
佐
一
国

を
与あ
た

え
る
の
で
、
上
洛
せ
よ
と
命

じ
て
い
た
が
、
そ
れ
に
元
親
は
応

じ
な
か
っ
た
た
め
だ
。

　

秀
吉
は
弟
の
羽
柴
秀
長
を
、
討と
う

伐ば
つ

軍
の
総
大
将
と
し
た
。
秀
吉
も
四

国
征
伐
に
は
、
力
を
傾
け
て
い
た
。

　

秀
長
は
大
和
、
紀き

い伊
、
和い

ず
み泉
の

兵
三
万
名
を
ひ
き
い
て
、
大
阪
堺

よ
り
淡
路
の
洲
本
に
軍
船
を
進
め

た
。
豊
臣
の
将
三
好
秀
次
が
、
近お
う

江み

、
丹た

ん
ば波
の
兵
を
ひ
き
い
、
軍
船

で
淡
路
岩
屋
に
向
か
っ
た
。

　

両
軍
は
淡
路
の
福ふ
く

良ら

で
合
流

し
、
八
百
艘そ
う

余
り
の
軍
船
団
と
な

り
、
鳴
門
の
土
佐
泊
に
着
岸
し
、

大
毛
島
に
陣
を
構
え
た
。

　

伊
予
か
ら
は
、
安
芸（
広
島
）の

戦
国
武
将
毛
利
輝
元
が
、
小こ
ば
や
か
わ

早
川

隆た
か

景か
げ

、
吉
川
元
長
ら
を
従
え
、
船

団
を
組
み
、
新
居
浜
へ
上
陸
さ
せ

た
。

　

そ
し
て
わ
が
蜂
須
賀
家
政
侯
ら

は
、
備び

前ぜ
ん

岡
山
の
武
将
宇
喜
多
秀

家
軍
と
合
流
し
、
讃さ

岐ぬ
き

の
屋
島
に

上
陸
、阿
波
に
進
攻
を
は
じ
め
た
。

そ
の
兵
約
一
万
五
千
名
ば
か
り
だ

っ
た
。

　

豊
臣
秀
吉
は
四
国
の
元
親
を
、

三
方
か
ら
攻
め
る
作
戦
と
し
た
の

だ
っ
た
。

　

蜂
須
賀
正
勝
侯
は
屋
島
に
上
陸

す
る
と
、
牟む

れ礼
に
陣
を
し
い
た
。

高
松
周
辺
の
元
親
勢
の
城
は
、
難

な
く
攻
略
が
で
き
た
。

　

そ
し
て
正
勝
軍
団
は
、
阿
波
に

攻
め
入
る
た
め
、
大
坂
峠
越
え
と

し
た
の
だ
っ
た
。
か
つ
て
文
治
元

（
一
一
八
五
）年
、
源
義
経
が
屋
島

に
平
家
の
軍
を
攻
め
た
折
、
大
坂

峠
越
え
を
し
て
勝
利
を
し
て
い
る

故
事
に
、
習
っ
た
も
の
か
…
。

　

家
政
侯
の
伝
記『
蜂
須
賀
蓬
庵
』

（
大
正
三
年
徳
島
県
刊
）に
よ
れ

ば
、

　

ー
正
勝
は
黒
田
孝
高
と
、
浮
田

（
宇
喜
多
）の
軍
を
監
し
、
家
政
は

仙
石
秀
久
、
尾
藤
光
房
等
と
先
鋒

と
な
り
、
播
磨
龍
野
を
發
し
、
備

前
牛
窓
よ
り
船
に
乘
し
て
、
讃
岐

屋
島
に
上
陸
す
。

　

と
あ
る
。

　

こ
の
伝
記
で
は
、
正
勝
侯
が
板

野
町
の
大
坂
峠
か
ら
、
阿
波
に
進

攻
し
た
と
は
記
録
し
て
い
な
い

が
、
歴
史
上
確
実
に
峠
を
越
え
て

い
た
。

　

そ
の
頃
六
月
下
旬
で
は
、
も
う

大
坂
峠
は
新
緑
の
季
節
を
す
ぎ

て
、
山
の
緑
も
濃
く
な
り
は
じ
め

て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
大
坂
山
の

緑
の
、
ム
ン
ム
ン
と
す
る
香
り
が

匂に
お

っ
て
い
た
。

　

細
い
山
道
に
は
夏
草
が
茂
り
、

燃
え
た
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
大
坂

峠
は
初
夏
の
装よ
そ
おい

だ
っ
た
。

　

と
き
に
は
峠
を
わ
た
る
尾
根
の

風
が
、
兵
士
た
ち
の
汗
ば
ん
だ
顔

を
、
心
地
よ
く
な
で
て
い
た
だ
ろ

う
。

　

蜂
須
賀
正
勝
侯
の
従
え
る
兵
軍

は
、大
坂
峠
に
平
坦
地
を
見
つ
け
、

そ
こ
で
つ
か
の
間
の
休
息
を
し
た

で
あ
ろ
う
。
何
十
頭
の
軍
馬
が
、

峠
の
松
や
馬あ

せ

び
酔
木
の
幹
に
、
つ
な

が
れ
た
だ
ろ
う
。
ま
た
阿
波
を
攻

め
る
軍
議
も
、
開
か
れ
て
い
た
か

も
し
れ
な
い
。

　

大
坂
峠
か
ら
南
を
見
れ
ば
、
阿

波
の
国
原
が
眼
下
に
望
め
る
。
峠

の
眺
め
が
よ
い
。

　

見
返
れ
ば
青
い
瀬
戸
内
海
、
そ
し

て
そ
の
と
き
の
正
勝
侯
の
所
領
蟠

州
竜
野
方
面
の
、
本
州
も
望
め
る
。

先
日
上
陸
し
た
ば
か
り
の
屋
島
辺

り
も
、
は
る
か
に
望
見
で
き
る
。

　

こ
の
大
坂
峠
を
下く
だ

る
と
、
正
勝

侯
の
軍
団
は
、
西
の
脇
城
そ
し
て

そ
の
頃
阿
波
の
中ち
ゅ
う
す
う枢の

、
最
も
堅

固
な
一
宮
城
を
攻
め
る
こ
と
と
な

る
。

　

眼
下
に
は
、
吉
野
川
平
野
の
向

こ
う
に
、
四
国
山
脈
、
眉
山
、
の

ち
に
家
政
侯
の
城
と
な
る
渭い
の
や
ま山
も

望
め
た
。
平
野
に
は
、
多
く
の
河

が
縦
横
に
流
れ
、
輝
い
て
い
た
。

　

そ
の
よ
う
な
阿
波
の
戦
国
時
代

の
歴
史
が
、
大
坂
峠
に
は
秘
め
ら

れ
て
い
る
。
今
も
峠
か
ら
広ひ
ろ
び
ろ々

と

し
た
平
野
を
望
む
と
、
悠
久
の
歴

史
に
想
い
が
及
ん
で
い
く
峠
だ
。

大
坂
峠
蜂
須
賀
親
子
進
攻
す

「大坂峠から平野の眺望」
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● 受けようがん検診　受けよう特定健診 ●2013年2月号

人口のうごき

東地区 西地区 南地区 合　計 前月比

男 3,733 1,257 1,733 6,723 △ 17

女 4,149 1,386 1,801 7,336 △ 19

合　計 7,882 2,643 3,534 14,059 △ 36

世　帯 3,174 1,027 1,274 5,475 △ 2

まま
ちち
のの
うう
ごご
きき

平
成
25
年
1
月
25
日
現
在

平
成
25
年
1
月
25
日
現
在

手作り講座
吊し飾り　仕上げ

日 時 　平成25年２月21日（木）
　　　　　　  午前10時〜

場 所 　彩りの舘
＊材料代500円が必要です。
＊参加希望の方は、彩りの

舘まで事前に申し込んで
ください。
お問い合わせ
彩りの舘
☎672−5445

〜彩りの舘からのお知らせ〜

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

親 

の 

名

子 

の 

名

住
　
所

性 

別

堀
　
　
　
暢
　
宏

・

祐
　
子

凌り
ょ
う
す
け輔

犬

伏

男

板
　
東
　
義
　
博

・

雅
　
子

佑ゆ
う

篤ま

吹

田

男

髙
　
橋
　
良
　
輔

・

史
爾
歌

虎と
ら
の
す
け

ノ
輔

下

庄

男

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

氏
　
　
　
名

年
　
齢

住
　
所

齋

初

　

子

74

大

寺

岡

本

茂

松

90

西
中
富

大

礒

勝

子

101

唐

園

平

野

正

教

80

那

東

髙

野

健

二

69

川

端

近

藤

ヨ

シ

子

90

下

庄

豊

田

文

吉

84

古

城

冨

長

敏

一

82

下

庄

平

岡

幸

江

63

川

端

稲

垣

愛

子

86

大

寺

佐

藤

藤

香

93

川

端

重

金

保

致

74

西
中
富

小

川

テ

ル

コ

102

川

端

藤

井

常

雄

89

吹

田

根

來

久

子

78

吹

田

松

田

光

男

74

下

庄

彩りギャラリー
2月は“かずら編み”です。
　彩りの舘では、

「彩りギャラリー」
のコーナーにおい
て毎月様々な作品
を展示し、皆様の
お越しをお待ちし
ています。

お知らせ
町内３幼稚園の園児による「ひなまつり
展」を２月19日より開催します。ぜひ足
をお運びください。
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● 守ろう人権　みんなの幸せ　めざそう部落の完全解放 ●

町
民

レ
ン
ダ
ー

カ

二
月
の
予
定

町
民

レ
ン
ダ
ー

カ

三
月
の
予
定

あ
な
た
の
行
事
を
書
き
込
ん
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日

曜
日

行　

事
／
事　

業

１
金

２
土

３
日

い
ろ
ど
り
市
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
彩
り
の
舘
）　

午
前
９
時
～

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

４
月

５
火

啓
蟄

６
水

心
配
ご
と
児
童
・
福
祉
相
談（
東
公
会
堂
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
３
時
30
分
ま
で
）

巡
回
職
業
相
談（
東
公
会
堂
）　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

                　
（
総
合
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
２
時
40
分
～
３
時
40
分

１
歳
６
ヶ
月
児
聴
力
検
査（
町
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）　

受
付
午
前
９
時
15
分
～
９
時
30
分

７
木

特
設
人
権
相
談（
東
公
会
堂
）　

午
前
10
時
～
12
時

元
気
で
い
こ
よ
運
動
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

８
金

９
土

10
日

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

C
al
en
d
ar

日

曜
日

行　

事
／
事　

業

５
火

６
水

心
配
ご
と
児
童
・
福
祉
相
談（
東
公
会
堂
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
３
時
30
分
ま
で
）

７
木

元
気
で
い
こ
よ
運
動
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

８
金

９
土

10
日

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

11
月

建
国
記
念
の
日

第
１
回
い
た
の
童
謡
と
わ
ら
べ
歌
の
つ
ど
い（
文
化
の
館　

さ
く
ら
ホ
ー
ル
）　

午
後
１
時
～

12
火

健
康
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

13
水

心
配
ご
と
行
政
相
談（
東
公
会
堂
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
３
時
30
分
ま
で
）

巡
回
職
業
相
談（
南
公
会
堂
）　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

14
木

１
歳
６
ヶ
月
児
健
康
診
査（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
後
１
時
15
分

15
金

16
土

お
話
し
会（
文
化
の
館
・
図
書
館
）　

午
後
２
時
30
分
～
３
時
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● ゴミの減量化・分別収集にご協力を ●

日

曜
日

行
　
事
／
事
　
業

17
日

資
源
ご
み･

大
型
複
合（
粗
大
）ご
み
持
込
回
収（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

18
月

雨
水

19
火

健
康
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

20
水

特
設
出
前
相
談（
南
公
会
堂
）　

午
前
10
時
～
12
時

心
配
ご
と
法
律
相
談（
東
公
会
堂
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
２
時
30
分
ま
で
）

２
歳
児
歯
科
健
康
診
査(

町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
後
１
時
～
１
時
15
分

21
木

元
気
で
い
こ
よ
運
動
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

22
金

23
土

24
日

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

25
月

資
源
ご
み･

大
型
複
合（
粗
大
）ご
み
持
込
回
収（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

26
火

27
水

心
配
ご
と
交
通
事
故
相
談（
東
公
会
堂
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
３
時
30
分
ま
で
）

28
木

乳
児
計
測（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
前
９
時
～
９
時
30
分

乳
児
健
康
診
査（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
後
０
時
45
分
～
１
時
15
分

栄
養
・
歯
科
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

月

日

曜
日

病
院
名

住
所
／
電
話
番
号

2月
5

火

三

愛

内

科

板
野
町

６
７
２ｰ

０
１
７
６

6

水

福

島

内

科

板
野
町

６
７
２ｰ

４
９
７
０

7

木

新

野

医

院

板
野
町

６
７
２ｰ

０
５
７
１

8

金

近
藤
内
科
医
院

板
野
町

６
７
２ｰ

５
６
３
０

9

土

つ

か

さ

ク
リ
ニ
ッ
ク

北
島
町

６
９
７ｰ

２
３
２
３

10

日

く
ぼ
小
児
科

ク
リ
ニ
ッ
ク

北
島
町

６
７
８ｰ

７
１
４
１

11

月

香

川

内

科

藍
住
町

６
９
２ｰ

９
７
７
０

12

火

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ

ニ
ッ
ク
し
ん
の

板
野
町

６
７
２ｰ

５
１
４
８

13

水

み

や

ざ

き

内
科
診
療
所

板
野
町

６
７
２ｰ

６
６
１
８

14

木

井

内

内

科

上
板
町

６
９
４ｰ

５
３
５
３

15

金

野
田（
泰
）
医
院

上
板
町

６
９
４ｰ

２
０
０
９

16

土

ル
ナ
ウ
イ
メ
ン
ズ

ク
リ
ニ
ッ
ク

北
島
町

６
９
７ｰ

２
３
２
２

17

日

森

本

医

院

藍
住
町

６
４
１ｰ

４
１
４
１

18

月

野
田（
五
）
医
院

上
板
町

６
９
４ｰ

２
０
０
８

19

火

友

成

医

院

上
板
町

６
９
４ｰ

５
５
１
５

20

水

井
関
ク
リ
ニ
ッ
ク

上
板
町

６
３
７ｰ

６
０
６
６

21

木

上
板
整
形
外
科

ク
リ
ニ
ッ
ク

上
板
町

６
３
７ｰ

６
６
０
０

22

金

川

原

眼

科

上
板
町

６
９
４ｰ

８
３
８
８

23

土

健
生
き
た
じ
ま

ク
リ
ニ
ッ
ク

北
島
町

６
９
８ｰ

９
６
２
９

月

日

曜
日

病
院
名

住
所
／
電
話
番
号

24

日

中
川
整
形
外
科

藍
住
町

６
４
１ｰ

２
２
８
８

25

月

浦

田

病

院

松
茂
町

６
９
９ｰ

２
９
２
１

26

火

芳

川

病

院

松
茂
町

６
９
９ｰ

５
３
５
５

27

水

井

上

医

院

松
茂
町

６
９
９ｰ

８
０
７
０

28

木

春
藤
内
科
胃
腸
科

松
茂
町

６
９
９ｰ

３
７
７
７

3月
1

金

谷
口
耳
鼻
咽
喉
科

ク
リ
ニ
ッ
ク

松
茂
町

６
９
９ｰ

２
７
８
７

2

土

こ
ま
つ
ば
ら

整

形

外

科

北
島
町

６
９
８ｰ

５
１
０
８

3

日

水

井

医

院

藍
住
町

６
４
１ｰ

３
１
１
１

4

月

和
ク
リ
ニ
ッ
ク

松
茂
町

６
９
９ｰ

１
７
７
７

5

火

か
ま
だ
眼
科

松
茂
町

６
７
８ｰ

８
５
８
５

6

水

高

田

整

形

外

科

病

院

北
島
町

６
９
８ｰ

８
６
８
９

7

木

三
木
ク
リ
ニ
ッ
ク

北
島
町

６
９
８ｰ

５
１
５
７

8

金

有

住

内

科

ク
リ
ニ
ッ
ク

北
島
町

６
９
８ｰ

８
６
５
５

9

土

中
村
耳
鼻
咽
喉
科

ク
リ
ニ
ッ
ク

北
島
町

６
９
７ｰ

３
２
１
３

10

日

稲

次

整

形

外

科

病

院

藍
住
町

６
９
２ｰ

５
７
５
７

当
番
医

当
番
医

担
当
時
間

　

平
日
：
18
時
〜
23
時

　

休
日
：
９
時
〜
23
時

担
当
時
間
以
外
の
深
夜
の
救
急

　

北
島
町　

き
た
じ
ま
田
岡
病
院
（
全
日
対
応
で
す
が
、
確
認
す
る
こ
と
。）

　

藍
住
町　

稲
次
整
形
外
科
病
院
（
水
曜
日
・
土
曜
日　

受
診
前
に
要
電
話
連
絡
）

　

板
野
町　

東
徳
島
医
療
セ
ン
タ
ー
（
対
応
日
は
確
認
す
る
こ
と
。）

※
休
日
・
夜
間
緊
急
病
院
は
、
変
更
し
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

電
話
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。



● 人を傷つけるラクガキはやめましょう ●

　
「
こ
れ
、
よ
ん
で
」覚
え
た
ば

か
り
の
言
葉
で
お
気
に
入
り
の

絵
本
を
持
っ
て
一
歳
児
が
保
育

士
の
と
こ
ろ
へ
や
っ
て
き
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
は
絵
本
が
大

好
き
で
す
。
同
じ
本
を
繰
り
返

し
読
ん
で
い
る
と
、
い
つ
の
ま

に
か
言
葉
を
覚
え
、
保
育
士
よ

り
先
に
次
の
言
葉
を
言
っ
た

り
、
次
の
頁
に
出
て
く
る
場
面

を
心
待
ち
に
し
て
い
た
り
し
ま

す
。
二
歳
児
に
な
る
と
知
っ
て

い
る
絵
本
は
自
分
の
中
で
ス

ト
ー
リ
ー
を
予
測
し
な
が
ら
、

新
し
い
絵
本
は
ど
う
展
開
し
て

い
く
の
か
と
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が

ら
、
最
後
ま
で
聞
い
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
絵

本
は
、
言
葉
の
獲
得
や
情
緒
の

安
定
、
大
人
と
の
ス
キ
ン
シ
ッ

プ
や
友
だ
ち
と
の
イ
メ
ー
ジ
の

共
有
な
ど
、
と
て
も
重
要
な
役

割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
で
も
借
り
ら
れ
る
絵
本

の
貸
し
出
し
も
た
く
さ
ん
の
方

が
利
用
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が
心
豊
か
に

成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
、
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の

絵
本
を
読
み
語
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

文
化
の
館
だ
よ
り

No.203

お
話
し
会

日
時　

二
月
十
六
日（
土
）

　
　
　

午
後
二
時
三
十
分
〜

会
場　

文
化
の
館「
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー
」

内
容　

大
型
紙
芝
居
や
大
型
絵
本
の

　
　
　

よ
み
き
か
せ　

無
料
で
す
。

新
し
く
入
る
本

す
ぐ
作
れ
る
通
園
通
学
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

日
本
ヴ
ォ
ー
グ
／
著

ナ
チ
ュ
ラ
ル
洗
剤
で
ち
ょ
こ
っ
と

ピ
カ
ピ
カ
掃
除   

世
界
文
化
社
／
版

夫
婦
の
散
歩
道  

津
村　

節
子
／
著

黒
王
妃　
　
　
　

佐
藤　

賢
一
／
著

謎
解
き
は
デ
ィ
ナ
ー
の
あ
と
で 

３

東
川　

敦
哉
／
著

心
が
わ
り　
　
　

諸
田　

玲
子
／
著

し
ょ
う
が
の
味
は
熱
い 

綿
矢 

り
さ
／
著

三
匹
の
か
い
じ
ゅ
う

椎
名　

誠
／
著

傾
国
子
女　
　

   

島
田　

雅
彦
／
著

た
っ
た
ひ
と
り　

乾　

ル
カ
／
著

夜
の
底
は
柔
ら
か
な
幻　

上
・
下  

恩
田　

陸
／
著

ビ
ジ
ュ
ア
ル
版
学
校
の
歴
史 

３

 

岩
本　

努
／
作

犬
の
こ
と
ば
が
聞
こ
え
た
ら

パ
ト
リ
シ
ア
・
マ
ク
ラ
ク
／
作

名
犬
ボ
ニ
ー
は
マ
ル
チ
ー
ズ 

３

   

ベ
ル
・
ム
ー
ニ
ー
／
作

チ
ャ
リ
ー
の
は
じ
め
て
の
よ
る

エ
イ
ミ
ー
ヘ
ス
ト
／
作

し
ょ
う
が
つ
が
く
る
と  

川
崎  
洋
／
作

い
じ
わ
る　
　

せ
な　

け
い
こ
／
作

オ
ニ
た
い
じ　
　
　

森　

絵
都
／
作

世
界
と
で
あ
う
え
ほ
ん 

辻
原　

康
夫
／
作

図
書
館
の
す
べ
て
が
わ
か
る
本
１　

図
書
館
の
は
じ
ま
り
・
う
つ
り
か
わ
り 

 

秋
田　

喜
代
美
／
監
修

「
心
が
わ
り
」

諸
田
　
玲
子
／
著

　

か
つ
て
の
想
い
人
へ
の
恋
情
を
胸
に

収
め
、
夫
・
万
之
助
と
の
平
穏
で
温
か

な
日
々
を
過
ご
す
結
寿
。
そ
ん
な
折
、

居
候
の
老
女
の
も
と
へ
親
戚
を
名
乗
る

男
が
転
が
り
込
む
。
婚
家
を
襲
う
最
大

の
苦
難
に
、
結
寿
が
下
す
決
断
は
…
。

『
小
説
す
ば
る
』掲
載
を
単
行
本
化
。

「
し
ょ
う
が
つ
が
く
る
と
」 川

崎
　
洋
／
作

　

正
月
が
く
る
と
山
の
運
動
会
が
始
ま

り
、
風
が
吹
く
と
影
絵
あ
そ
び
が
で
き

ま
す
。
ど
う
し
て
か
な
？
詩
人
・
川
崎

洋
の
２
編
の
詩「
風
が
吹
く
と
」「
し
ょ

う
が
つ
が
く
る
と
う
ん
ど
う
か
い
が
は

じ
ま
る
」を
絵
本
化
。
ペ
ー
ジ
を
め
く

る
楽
し
さ
に
あ
ふ
れ
た
一
冊
。

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

新
着
図
書
案
内

あ
と
が
き

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

。

「
絵
本
　
だ
い
す
き
！
」

　
板
野
わ
か
ば
保
育
園

はばたけ
未来っ子

「先生と一緒に見ているよ、楽しいな♪」1歳児

「どんなおはなしかな、ワクワクするね」2歳児

　

２
月
14
日
は「
に
＝
２
、
ぼ

＝
１（
棒
）、
し
＝
４
」の
語
呂

合
わ
せ
で「
煮
干
し
の
日
」だ
そ

う
で
す
。

　

煮
干
し
に
は
、カ
ル
シ
ウ
ム
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
、
鉄
分
、
タ
ウ
リ

ン
な
ど
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。
出
汁
を
取
る
だ
け

で
な
く
、
そ
の
ま
ま
で
も
美
味

し
く
食
べ
ら
れ
、
不
足
し
が
ち

な
カ
ル
シ
ウ
ム
を
摂
る
こ
と
も

で
き
る
煮
干
し
。

　
「
煮
干
し
の
日
」を
き
っ
か
け

に
そ
の
良
さ
を
見
直
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

2月・3月の休館日
2月

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28

日 月 火 水 木 金 土
3月

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
25 26 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

24
31
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